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１.調査の概要

　○　調査目的

リニモの最大利用者である大学生の利用状況や沿線でのまちづくりへの意見等についてアンケート調査を実施し、今後のリニモ利用促進、沿線まちづくりに活かす。

　○　調査対象大学
　　　愛知学院大学、名古屋学芸大学、名古屋学芸大学短期大学部、名古屋外国語大学、愛知県立大学、愛知県立芸術大学、名古屋商科大学、光陵女子短期大学、愛知工業大学、南山大学（瀬戸キャンパス）(順不同)の10大学を対象にキャンパス内でアンケート調査を実施した。

全学生数およそ33,000人の１割強から回答を得た。
○　調査期間
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平成21年11月16日（月）～平成21年12月24日（木）
２.調査対象者の属性
１）各大学の回答割合

　　　（回答者数　3,852人）
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１）過去６ヶ月程度内のリニモ利用の有無（回答者　3,849人）
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２）リニモ通学における使用券種（回答者　1,154人）
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３）リニモを通学利用していない人の通学手段（複数回答、回答数　4,532件）


４）通学にリニモを利用しない理由（回答者　2,556人）



５）過去６ヶ月程度内にリニモを利用した理由（通学は除く、回答者　2,013人）




１）まちづくりの動きの認知度（回答者　3,719人）


２）まちづくりを進めていくうえで充実すべき機能（複数回答、回答数　7,562件）


３）大学間や地域との連携活動の必要性

ア．合同学園祭など他大学の学生との
交流の場の必要性（回答者 3,789人）


　　　　　　　　　　ウ．地域行事への運営参加など住民と共同で実施
する地域活動の必要性（回答者　3,786人）

 




○通学以外の利用目的では、「ショッピング」と「飲食」での利用で半数以上を占めている。また、3割弱の学生が通学以外では利用していない。














１.リニモの利用について





○リニモ通学者以外では「地下鉄」、「バス（路線バス・スクールバス）」、「自家用車」や「自転車」の利用が多い。








○3割の学生がリニモで通学している他、通学以外の利用者も合わせると6割弱の沿線大学の学生がリニモを利用している。







































































○「通学途中に立ち寄る所がないから」と「リニモ駅から大学が遠く、駅からの交通手段がないから」という理由で半数以上を占めている。








イ．図書館や食堂など他大学の施設利用の必要性（回答者　3,785人）


























２.リニモ沿線地域のまちづくりについて





○リニモ沿線におけるまちづくりの動きを「知っている」、又は「聞いたことがある」学生は、合わせても約2割である。
































○学生が望んでいる機能としては、「ショッピングや飲食のできる商業施設の整備」や「駅に接続するバスの運行やリニモ駅前の駐輪場・駐車場の整備」、「イベント開催」で、およそ7割を占めている。






































○「合同学園祭など他大学の学生との交流の場」、「図書館や食堂など他大学の施設利用」、「地域行事への運営参加など地元住民と共同で実施する地域活動」どれについても6割近い学生が必要と感じている。





























○リニモで通学している学生の約8割が定期券を使用している。


























資料１-２-１




















愛知県資料１





男女割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


男性�
59.4%�
女性�
40.6%�
�



学年別割合


1年生�
2年生�
3年生�
4年生�
大学院生�
短大生�
�
37.6%�
26.0%�
21.8%�
11.8%�
1.7%�
1.1%�
�



居住地の地域別割合


名古屋市�
リニモ沿線地域�
その他の愛知県�
愛知県外�
�
21.1%�
30.9%�
35.6%�
12.3%�
�
※リニモ沿線地域：瀬戸市、豊田市、日進市、長久手町
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